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幅｣図幅地域のそれ

と直接の連続であり

軽石礫の非常に多い

礫層である達古武累

層と砂礫層である

塘路累層に分けられ

海抜120m以下に分

布する.

･海抜120m以上には

クチョ口火山灰層が

分布しこれか釧路

層群堆積当時の陸地

でかつ火山砕屑物が

堆積した場所である.

達古武累層の軽石礫

はクチョ口火山灰層

から由来した.

5万分の1地質図1幅の新刊

鶴居地域の地質

釧路(2)第22号

5万分の1地質図幅
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･r鶴居｣地域は北海道東部にある広大な釧路湿原の北

にあって世界唯一の特別天然記念物丹頂鶴の棲息地

である.この地域は昭和の初めまでセッチリと呼ば

れ図幅名も｢中雪裡｣と最近までされていた.村

名と図幅名の｢鶴屠｣はこの丹頂鶴に由来し鶴と

学童達の触れ合いは絶滅寸前を救ったものと語り伝

えられている.

･この地域は標高40mから300mにわたる広漠とした原

野がつづき自然のきびしさの中で主に酪農と林業に

よって産業か支えられている.

･地質は東北海道における第四紀層の標式層である釧路

層樺を主とする.釧路層群は周囲の｢大楽毛｣･｢尾

･本図幅地域北西にある阿寒火山から由来した火山砕屑

物は地域全体に広く分布する.溶結凝灰岩と軽石

流堆積物を主とするカミ釧路層群を覆いその後の宮

島累層に覆われる.全体として山稜を形成し火山

砕層流特有の低地を埋めた産状は認められない.狭

い尾根にも強く溶結した部分が存在する.上記の

ことは阿寒火山砕屑物の堆積一阿寒カノレデラの形成一

が釧路層群の堆積陸化後新たな河刻の開始前に行

たわれたことを示し少放くともウノレム氷期ではない.

･最上部には雄阿寒火山から摩周火山に由来する各火山

灰層が広く分布し農業上重要な役割を占めている.

上記地質の説明については観察された地点を明示し

た上で行なわれている.第四紀層の場合には露頭形状

の変化が急速な欠点はあるがとの説明方法は現地理解

の上で有用である.
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